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【目的】フェンタニルが血圧を維持し、心拍数を減少
させることは臨床的に広く知られている。現在まで自
律神経活動をバイタルサインから類推することが多
かったが、今回我々は臨床で使用可能となった2種類
の心拍変動解析装置を用いて、　フェンタニルが心拍
変動と自律神経に及ぼす影響を検討した。
【方法】対象は心循環系、中枢神経系に疾患を持たな
い成人手術症例（ASAl）60名とした。前投薬は用い
なかった。手術室入室後、静脈ルートを確保し、心電
図電極を装着し心拍変動測定を開始した。心拍変動解
析には、Anemon－1（Medical　Control　SA社製）を用
い、Current（自律神経反応指数）、　Trend（自律神経反
応指数の傾向）を、MemCalc／Makin（諏訪トラスト直
諫）を用い、Entropy（R－R4拍の乱雑さ）、　LF（0．04一
（）．15　Hzのパワー）、　HF（0．15－0．4　Hzのパワー）、　LF／
HFを求めた。安静状態を対照とし、フェンタニル予測
効果部位濃度を2、4ng／mlに設定投与し、5分後心拍
変動の各パラメーターを記録した。フェンタニルは
StanpumpのShaferのパラメーターを体重補正して使
用した。【結果】フェンタニル投与により心拍数は安
静時68±llから濃度依存性に低下した。　Current
（73±17）、Trend（73±17）も同様に低下した。　Entropy
（41±10）．　log　LF　（25±O．3）．　log　HF　（2．3±O．3）．　LF／
HF（1．9±1．2）は上昇した。
【結論】副交感神経活動を反映するEntropy、　log　HF
と交感神経活動を反映するLF／HFがフェンタンル
投与により上昇したが、臨床的には副交感神経活動の
増加により心拍数が減少するものと考えられた。
Anemon－1は安静時において鎮静や鎮痛の度合いを反
映している可能性が示唆された。
　尚、本研究は平成14年東京医科大学研究助成金を
受けた。
　中脳水道周囲灰白質（PAG）は複雑な線維結合を
もち、多様な機能を有している。今回我々は、PAGが
下行性痛覚抑制系の要になっていることに着目した。
そこで、慢性的末梢侵害刺激に対して、PAG神経細胞
がどのような活動をするのかを。－Fos様蛋白産生細胞
（c－Fos細胞）数の増減をもとに検索を行った。実験は，
左後肢膝関節切断ラットを持続的侵害刺激モデルと
して使用した。ラットは手術後1時間（1h）、6時間
（6h）、1日間（ld）、3日間（3d）、1週間（lw）、3週間
（3w）、5週間（5w）生存後に灌流固定した。また、灌流
固定のみをコントロール（Co）とした。脳は前頭断連
続切片にして、c－Fos免疫染色を行った。　PAG全体の
。－Fos細胞数は各論において、　Co例よりも少なかっ
た。lh例から3d例まで徐々に減少を続け、　lw例で増
加した。そして3w例で減少し、5w例で再び増加した。
吻側高で。－Fos細胞数をみると、その数は3d例まで
減少しCo例の約2／5になり、　lw例で約7／10まで増
加を示し3w例で約2／5に再び減少し、5w例で約3／5
まで増加した。中間高での数は、3d例までCo例の約
7／10に減少し、lw例で約1にまで増加した。3w例で
約3／5に減少し、そして5w例で約6／5まで増加した。
また、尾側高でその数は、3d例までCo例の約1／2ま
で減少し、1w例で約1に増加した。再び3w例で約1／
2に減少し、5w例で約6／5まで増加した。さらにPAG
を背側部、背外側部、外側部、腹外側部および腹側部
に区分して、Co例と離断例で。－Fos細胞数を比較す
ると、lh，5w例の中間高と尾側高で背側部、背外側部
および外側部で、その数はCo例より有意に増加して
いた。なお、離断3日後から16匹中15匹のラットで、
存在しない指先相当部を舐める仕草など、幻肢覚様行
動が観察された。上記のようにPAGの各高、各亜部に
おいて、c－Fos細胞数は各離断例でCo例より減少す
るが、経時的に増減していた。このことは下行性痛覚
抑制機能を変化させ、慢性痺痛（幻肢痛）の強度が、周
期的に変動する要因になっていると我々は推測して
いる。
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